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商 業

１ 学習評価の改善・充実

(1) 学習評価の改善の基本的な考え方

学習評価は、「生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、

教師が指導の改善を図るとともに、生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向か

うことができるようにするために、教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性のある取

組を進めることが求められる。

実際の評価においては、教科「商業」の目標の実現に向けた学習の状況を把握するた

めに、指導内容や生徒の特性に応じて、単元や題材など内容のまとまり(※１)を見通し

ながら評価の場面や方法を工夫し、学習の過程の適切な場面で評価を行う必要がある。

学習指導要領（平成30年告示）においては、「知識及び技術」、「思考力、判断力、表

現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱に整理された資質・能力を身に付

けさせることを明確にするため、「１ 目標」を三つの柱で整理するとともに、「２ 内

容」については、学習指導要領解説において指導項目の大項目ごとに三つの柱で示して

いる。この三つの柱で示された観点は、１回の授業で全ての学びが実現されるものでは

ないため、単元の中で、学習を見通し振り返る場面やグループなどで対話する場面、生

徒が考える場面等を設定し、学びの実現を図っていくことが重要である。

【図１ 指導項目による単元の構成（例）】 ※１ 生徒に指導する際の内容や時間の

まとまりを各学校の実態に応じて適切に

構成したものである。単元を構成する際

には、①〔指導項目〕を小項目ごと、い

くつかに分割して単元とする場合や、②

〔指導項目〕を大項目ごとに単元とする

場合、③いくつかの小項目を組み合わせ

て単元とする場合などが考えられる。そ

のため、各学校において商業の科目を設

置した目的を踏まえ、生徒や地域の実態、

学科の特色に応じて適切に単元を設定す

ることに留意する必要がある。

(2) 評価の観点及びその趣旨

教科「商業」における「評価の観点及びその趣旨」は、学習指導要領に示された目標

を踏まえ、次のとおり示されている。

観 点 趣 旨

知識・技術 商業の各分野について体系的・系統的に理解しているともに、

関連する技術を身に付けている。

思考・判断・表現 ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観

を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を身に付けている。

主体的に学習に取り よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と

組む態度 発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

第16　情報処理 科　目

（1）企業活動と情報処理 指導項目（大項目）②

ア 情報処理の重要性

イ コミュニケーションと情報デザイン 指導項目（小項目）①

ウ 情報モラル

（2）コンピュータシステムと情報通信ネットワーク

ア コンピュータシステムの概要

イ 情報通信ネットワークの仕組みと構成 指導項目（小項目）

ウ 情報通信ネットワークの活用 指導項目（小項目）

エ 情報セキュリティの確保と法規

（3）情報の集計と分析

ア ビジネスと統計

イ 表・グラフの作成と情報の分析

ウ 問題の発見と解決の方法

（以下省略）

内容や時間のまとまりで

考える

③
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(3) 評価規準の設定

(1)図１の①で示した科目「情報処理」における指導項目「(1) 企業活動と情報処理」

の「コミュニケーションと情報デザイン（小項目）」を基に、単元の評価規準の設定の

手順を例示する。

手順① 〔指導項目〕を基に、単元全体を通して、単元の目標を作成する。
科目「情報処理」 〔指導項目〕(1) 企業活動と情報処理
ア 情報処理の重要性 イ コミュニケーションと情報デザイン
ウ 情報モラル
知 識 及 び 技 術 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
企業における適 情報処理の意義と課題 企業における情報処
切な情報処理に について、企業活動と 理について自ら学び、
ついて理解する 関連付けて見いだすこ 適切な情報処理に主
とともに、関連 と。 体的かつ協働的に取
する技術を身に り組むこと。
付けること。

【小項目を単元とした場合の目標の作成（例）】
知 識 及 び 技 術 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
企業における情報デ 企業における情報デザ 企業における情報デ
ザインについて理解 インの意義と課題につ ザインについて自ら
するとともに、関連 いて、企業活動と関連 学び、情報の適切な
す る 技術 を身 に付 付けて見いだす。 表現と活用に主体的か
ける。 つ協働的に取り組む。

手順②「〔指導項目〕ごとの評価規準」を基に、具体的な学習活動から目指すべ
き学習状況としての生徒の姿を想定し、単元の評価規準を作成する。

【〔指導項目〕ごとの評価規準】
知 識 ・ 技 術 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 主体的に学習に取り組む態度
企業における適切な 情報処理の意義と課題 企業における情報処
情報処理について理 について、企業活動と 理について自ら学び、
解しているととも 関連付けて見いだして 適切な情報処理に主
に、関連する技術を いる。 体的かつ協働的に取
身に付けている。 り組もうとしている。

【単元の評価規準】
知 識 ・ 技 術 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現 主体的に学習に取り組む態度
企業における情報デ 企業における情報デザ 企業における情報デ
ザインについて理解 インの意義と課題につ ザインについて自ら
しているとともに、 いて、企業活動と関連 学び、情報の適切な
関連する技術を身に 付けて見いだしている。 表現と活用に主体的
付けている。 かつ協働的に取り組

もうとしている。

【主体的に学習に取り組む態度（自らの学習を調整しようとする側面）の評価（例）】
評価 Ｂ Ａ Ｃ
状況 おおむね満足できる 十 分 満 足 で き る 努 力 を 要 す る

学習した内容を 学習した内容を踏 情報の適切な表現と
踏まえて、情報 まえて、情報の適 活用について、自分
の適切な表現と 切な表現と活用に の意見を調整するこ
活用について考 ついて考察し、自 とができない。
察し、自分の意 分の意見を十分に 【手立て】
見をおおむね調 調整しようとして ワークシート返却時
整しようとして いる。 に、良い例を積極的
いる。 に取り上げるととも

に、生徒には個別に
指導し今後に生かす。

学
習
指
導
要
領
解
説

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

解説では文末を
「～すること」
と記載されてい
る。

単元全体を通して、単元の目標を作成する。

文末を「～する」
とし、単元の目標
を作成する。

〔指導項目〕の記
載事項の文末を
「～すること」か
ら「～している」
に変換したものを
「〔指導項目〕ご
との評価規準」と
呼ぶ。

学習活動から生徒の姿を想定し、単元の評価規準を作成する。

文末を「～してい
る」とし、単元の
評価規準を作成す
る。

単元の評価規準を
基に学習評価を実
施する。
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(4) 観点別学習状況の評価についての実施上の留意点

観点別学習状況の評価を実施するに当たっては、各観点において、次のことに留意す

る必要がある。

観 点 実施上の留意点

知識・技術 ビジネスに関する個別の事実的な知識、一定の手順や段階を
追って身に付く個別の技術のみならず、それらが相互に関連
付けられるとともに、具体的なビジネスと結び付くなどした、
ビジネスの様々な場面で役に立つ知識と技術、将来の職業を
見通して更に専門的な学習を続けることにつながる知識と技
術などを身に付けるようにする。

思考・判断・表現 商業の各分野などの学習を通して身に付けた様々な知識、技
術などを活用し、ビジネスの実務における課題など地域産業
をはじめとする経済社会が健全で持続的に発展する上での具
体的な課題を発見し、企業活動が社会に及ぼす影響などを踏
まえ、科学的な根拠に基づいて工夫してよりよく課題を解決
するために必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けるよ
うにする。

主体的に学習に取り ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的
組む態度 な発展を目指して主体的に学ぶ態度や、企業を社会的存在と

して捉えて法規などに基づいてビジネスの創造と発展に責任
をもって取り組む態度等を養うようにする。

(5) 観点別学習状況の総括の進め方

〇 単元（〔指導項目〕）における観点ごとの評価の総括

観点ごとの評価結果を総括するには、例えば、「(ｱ) Ａ、Ｂ、Ｃの数を基に総括す

る場合」、「(ｲ) Ａ、Ｂ、Ｃを数値に置き換えて平均値を基に総括する場合」が考え

られ、評価の総括については様々な考え方や方法があり、各学校の実態に応じて検討

していくことが望まれる。

ここでは、「(ｱ) Ａ、Ｂ、Ｃの数を基に総括する場合」及び「(ｲ) Ａ、Ｂ、Ｃを数

値に置き換えて平均値を基に総括する場合」の２つの例を以下に示す。

(ｱ) 評価結果のＡ、Ｂ、Ｃの数を基に総括する場合

ある観点で何回か行った評価結果のＡ、Ｂ、Ｃの数が多いものが、その観点の学

習の実施状況を最もよく表現しているとする考え方に立つ総括の方法である。例え

ば、３回評価を行った結果が「ＡＢＢ」となった場合、Ｂと総括することが考えら

れる。なお、「ＡＡＢＢ」の総括結果をＡとするかＢとするかなど、同数の場合や

三つの記号が混在した場合の総括の方法は、あらかじめ各学校で決めておく必要が

ある。

（「Ａ、Ａ、Ｂ、Ｂ」の総括の結果をＢとしている例）

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元１ Ａ Ａ Ｂ

単元２ Ｂ Ｂ Ａ

単元３ Ｂ Ｂ Ａ

単元４ Ａ Ｃ Ａ

前 期 Ｂ Ｂ Ａ
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(ｲ) 評価結果のＡ、Ｂ、Ｃを数値に置き換えて平均値を基に総括する場合

ある観点で何回か行った評価結果Ａ、Ｂ、Ｃを、例えばＡ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１

やＡ＝５、Ｂ＝３、Ｃ＝１のように数値によって表し、合計したり平均したりする

総括の方法である。例えば、Ａ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１とし、総括の結果をＢをする

範囲を［1.5≦平均値≦2.5］とした場合、「ＡＢＢ」の平均値は、約2.3［（３＋２

＋２）÷３］で総括の結果はＢとなる。なお、評価の各節目のうち特定の時点に重

きを置いて評価を行うこともできるが、その際、平均値による方法等以外について

も様々な総括の方法が考えられる。

（総括の結果をＢとする範囲を［1.5≦平均値≦2.5］としている例）

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元１ Ａ（３） Ａ（３） Ｂ（２）

単元２ Ｂ（２） Ｂ（２） Ａ（３）

単元３ Ｂ（２） Ｂ（２） Ａ（３）

単元４ Ａ（３） Ｃ（１） Ａ（３）

前 期 Ｂ(2.5) Ｂ(2.0) Ａ(2.75)

２ 新学習指導要領における指導と評価の計画例

(1) 科目「情報処理」指導項目「(1)企業活動と情報処理」の計画例

この単元では、企業における情報処理に関する知識、技術などを基盤として、情報処

理の意義と課題について自らの考えをもつとともに、企業における適切な情報処理につ

いての意識と意欲を高め、組織の一員としての役割を果たすことができるようにするこ

とをねらいとしている。

ア 単元の目標

(ｱ) 企業における適切な情報処理について理解するとともに、関連する技術を身に付

ける。

(ｲ) 情報処理の意義と課題について、企業活動と関連付けて見いだす。

(ｳ) 企業における情報処理について自ら学び、適切な情報処理に主体的かつ協働的に

取り組む。

イ 単元の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

企業における適切な情報 情報処理の意義と課 企業における情報処理につい

処理について理解してい 題について、企業活 て自ら学び、適切な情報処理

るとともに、関連する技 動と関連付けて見い に主体的かつ協働的に取り組

術を身に付けている。 だしている。 もうとしている。
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ウ 指導と評価の計画（20時間）

指導項目（小項目） 授業時間数

１ 情報処理の重要性 ６時間

２ コミュニケーションと情報デザイン ８時間 20時間

３ 情報モラル ６時間

各授業時間の指導のねらい、生徒の学習活動及び重点、評価方法等は次のとおりで

ある。なお、学習活動においては学習支援ソフトを活用し、一人一台端末での学習を

想定している。

時
ねらい・学習活動

重 記
備考 教師の指導

間 点 録

２ ２ コミュニケーションと情報デザイン⑤⑥ ５・６時間目

情報の受け手に対して、「伝えた

い意図」を的確に表現するための

要素の構成、配置及び図解の表現

方法を身に付ける。

・コンセプトシートに「伝えたい意 思 ○ ワークシート(ｱ)

図」を各要素ごとに入力をすると

ともに、コンセプトシートを基に、

ポスターを編集する。

・編集したポスターに、他の生徒が 知 相互評価

意見や感想をコメント欄に入力す

る。（「伝えたい意図」が明確に

なるようアドバイスをする。）

・コンセプトシート及びポスターを 態 学習支援

提出する。 ソフト

２ ２ コミュニケーションと情報デザイン⑦⑧ ７・８時間目

他者の意見を基に適切な情報デザ

インに主体的かつ協働的に取り組

む。

・前時の授業で得た、他の生徒の意 態 ワークシート(ｲ)

見や教員の評価を基に、作成した

ポスターの修正を行うとともに、

修正した内容を、他の生徒のコメ

ント欄に返信する。また、コメン

ト欄を確認し、自らの学びを振り

返る。

・コンセプトシートを参考に、修正 態 〇 相互評価

されたポスターのデザインの相互

評価を行う。評価の入力には、ア

ンケートフォームを活用する。

・コンセプトシート及びポスターを 態 〇 観察

提出する。 ワークシート(ｲ)

学習支援ソフトで、コン
セプトシートとポスター
を生徒に返却し、他の生
徒のコメントや教員の評
価を基にポスターを修正
させる。

学習支援ソフトでコンセ
プトシートとポスターを
配付する。コンセプトシ
ートの入力内容を基に、
「伝えたい意図」を的確
に表現するよう、ポスタ
ー編集の指示をする。

ポスターの編集後、ファ
イルの共有設定を変更さ
せ、コメント欄に意見や
感想を入力させる。

コンセプトシートと他の
生徒がコメント入力した
ポスターを、学習支援ソ
フトより提出させ、評価
及び改善の視点をコメン
トする（個人内評価を促
す）。

コンセプトシート及び、
ポスターの修正を通じて
「自らの学習を調整しよ
うとする側面」、「粘り
強い取組を行おうとする
側面」を評価する。

アンケートフォームのコ
メント欄に、他の生徒が
作成したポスターの評価
や感想を入力させる。
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エ 評価問題等

(ｱ) ワークシート

教員は、２種類のワークシート（コンセプトシート及びポスター）を、学習支援

ソフト利用して配付する。

【入力前のコンセプトシート】 【入力後のコンセプトシート】

【編集前のポスター】 【編集後、他の生徒はコメントを入力】

② コンセプトシートを基に

ポスターを編集する。

③ 学習支援ソフトを利用し、２つのワークシート（コンセプトシート及びポスター）

を回収するとともに、教員はワークシートに評価及び改善の視点を記入したものを

返却する。

①「伝えたい意図」を入力する。
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(ｲ) ワークシート

生徒１は、教員からの評価や他の生徒からのコメントを参考に、ポスターを修正

する。

【完成したポスター】

生徒１の修正コメント

① 生徒１は、他の生徒のコメントを自分の考えと比較してポスターを修正する。修正内容

をポスターのコメントに追記し、他の生徒へ報告する。

② 「主体的に学習に取り組む態度」の評価では、相互評価におけるコメント入力を基に、

生徒がポスター修正に取り組む状況を評価する（自らの学習を調整しようとする側面）。

また、他者の意見を傾聴し、ワークシートの修正に集中して取り組んでいるか、生徒の観

察を通し評価する（粘り強い取組を行おうとする側面）。

指導に生かす評価（教員からのアドバイス）

①ゴシック体と明朝体の与える印象の違いを確認すること。

②ポスターを作成する意義を考え、商品の内容がひと目で分かるように工夫すること。

③来客の年齢層を考え、情報の受け手の視点から内容を工夫すること。

販売実習会の場所や商品情報は

QRコードから読み取れます!

「指導に生かす評価①」を参考に修正

「指導に生かす評価②」を参考に修正

「指導に生かす評価③」を参考に修正
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(2) 科目「情報処理」指導項目「(3)情報の集計と分析」の計画例

この単元では、統計、表・グラフの作成など情報の集計と分析に関する知識、技術な

どを基盤として、ビジネスに関する情報の集計と分析に対する要求などに基づいた適切

な情報の提供と効果的な活用について、組織の一員としての役割を果たすことができる

ようにすることをねらいとしている。

ア 単元の目標

(ｱ) ビジネスに関する情報の集計と分析について実務に即して理解するとともに、関

連する技術を身に付ける。

(ｲ) ビジネスに関する情報の集計と分析について要求を分析し、科学的な根拠に基づ

いて、情報を集計・分析して表現し、評価・改善する。

(ｳ) ビジネスに関する情報の集計と分析について自ら学び、適切な情報の提供と効果

的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

イ 単元の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ビジネスに関する情 ビジネスに関する情報の ビジネスに関する情報の集
報の集計と分析につ 提供に対する要求を分析 計と分析について、自ら学
いて実務に即して理 し、科学的な根拠に基づ び、適切な情報の提供と効
解しているとともに、 いて、情報を集計・分析 果的な活用に、主体的かつ
関連する技術を身に して表現し、評価・改善 協働的に取り組もうとして
付けている。 している。 いる。

ウ 指導と評価の計画（35時間）

指導項目（小項目） 授業時間数

１ ビジネスと統計 ５時間

２ 表・グラフの作成と情報の分析 20時間 35時間

３ 問題の発見と解決の方法 10時間

各授業時間の指導のねらい、生徒の学習活動及び重点、評価方法等は次のとおりで

ある。

時
ねらい・学習活動

重 記
備考 教員の指導

間 点 録
２ ３ 問題の発見と解決の方法③④ ３・４時間目

問題の発見と問題解決のプロセス
を明確化するための方法について
理解する。
・企業にとっての問題と、その解決 知
のためのプロセスを理解する。

・問題を明確にするため、情報を収 思 ○ ペーパーテスト(ｱ)
集・整理する方法を科学的な根拠
に基づいて整理する。

２ ３ 問題の発見と解決の方法⑤⑥ ５・６時間目
企業活動の改善に利用される分析
ツールについて理解する。
・ビジネスに関する情報の収集と分 知
析において利用される様々な分析
ツールについて理解する。

・事例をもとに分析ツールを活用 思 ○ ワークシート(ｲ)
し、科学的な根拠を用いて情報を 観察
どのように評価・改善するのかを
考え、グループで意見を出し合う。

PDCAサイクルを通して、
問題解決とは、常に見直
しを続けることだという
ことを意識させる。

他の分析ツールとの特徴
を比較させ、分析ツール
の理解を深めさせる。

MECEやブレインストーミ
ング、KJ法を実際に体験
させることで、留意点を
理解させる。

特定の方法に偏らず、自
分の伝えたい内容を適切
に伝えるには、どのよう
な方法を選択したらよい
のかを意識させながら指
導する。
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エ 評価問題等

(ｱ) ペーパーテスト（定期考査）

問１ あなたは、学生向け英語教材のターゲット分析のため、顧客を以下のよ

うに分類しました。

（顧客分類）小学生、中学生、高校生、予備校生、受験生

この分類方法はMECEを満たしていない部分があります。それはどこか指

摘しなさい。

（解答例）中学生及び高校生の一部、予備校生、受験生は「受験」という

要素が重複している。また、ターゲットに「大学生」の分類が漏れている。

問２ 問題を整理・分析する方法としてKJ法がある。KJ法を行う際に気を付け

なければならないことを、次のキーワードを用いて説明しなさい。

（キーワード）グループ化、関係性

（解答例）KJ法は問題の全体像や関係性を把握するためのものなので、そ

の関係性がぼやけないよう、どのグループにも属さないようなアイデアを

無理矢理グループ化しないことが大切である。

(ｲ) ワークシート

問１ 次の文章を読み、(1)、(2)の問いに答えなさい。

あなたは半年後に販売される清涼飲料水の新商品「どさんコーラ」の開

発責任者及び商談会のプロジェクトリーダーです。

(1) あなたが市場調査をする場合、どのような分析ツールを使用するとよい

と思いますか。また、その分析ツールを選んだ理由を空欄に記入しなさい。

【理由】 【分析ツール名】

ため、 を使用する。

（解答例①）占有率や成長率を調査するため、PPM分析を使用する。

（解答例②）特性と要因の関係を整理するため、フィッシュボーン図を使用する。

(2) あなたはこの商談会において、新商品「どさんコーラ」の試作品を、各

社のバイヤーに対してプレゼンテーションをすることになりました。この

場合、どのように商品をPRするか、資料を活用してPR文を作成しなさい。

資料 ＳＷＯＴ分析

強み 機会

・若者世代に好まれる ・スポーツイベントやラ

強炭酸のコーラであ イブイベントの増加に

る よる炭酸飲料の販売機

・「どさんこ」のネー 会の拡大

ミングを利用したお ・若者世代の清涼飲料市

土産市場への投入 場の拡大

弱み 脅威

・「コーラ」のカテゴ ・健康志向による清涼飲

リーでは競合他社に 料離れ

よる市場の独占が続 ・エナジードリンクなど

いている 新商品の出現

・商品の販路不足

（解答例）
この商品は若者に好まれる強炭酸飲料
です。健康志向による清涼飲料離れがあ
りますが、そんな若者でも「このときは
飲みたい」と感じられるような瞬間をイ
メージさせることが重要になると思いま
す。そうした機会としてスポーツイベン
トやライブイベントなどのシーンを若者
にイメージさせることが重要になりま
す。

（指導上の留意点）
商品のPRに対しては、分析ツールをど
のように活用して、課題解決を図るのか、
具体的な説明をすること。
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会計ソフトウェアの活用について

〇 コンピュータを活用した会計処理

科目「簿記」では、企業において日常発生する取引を適正に記録するとともに、

適正な財務諸表を作成するために必要な資質・能力を育成することに主眼を置く科

目である。今回の学習指導要領の改訂では、コンピュータを活用した会計処理の普

及に伴う実務の変化を踏まえ、「会計ソフトウェアの活用」に関する指導項目が従

前の科目「ビジネス実務」から移行されたので紹介する。

〔指導項目〕
（5） 記帳の効率化

ここでは，科目の目標を踏まえ，伝票の利用など記帳の効率化に関する知識，技術などを基盤
として，企業会計に関する法規と規準を実務に適用し，伝票の利用と会計ソフトウェアの効果的
な活用について，組織の一員としての役割を果たすことができるようにすることをねらいとして
いる。
このねらいを実現するため，次の①から③までの事項を身に付けることができるよう，〔指導

項目〕を指導する。
① 記帳の効率化について理論と実務とを関連付けて理解するとともに，関連する技術を身に付
けること。

② 記帳の効率化の方法の妥当性と実務における課題を見いだし，科学的な根拠に基づいて課題
に対応すること。

③ 記帳の効率化について自ら学び，伝票の利用と会計ソフトウェアの効果的な活用に主体的か
つ協働的に取り組むこと。
ア 伝票の利用
イ 会計ソフトウェアの活用

ここでは，会計ソフトウェアを活用することの利点及び会計ソフトウェアを活用して効率
的に取引の記録と財務諸表の作成を行う方法について扱い，基礎的な活用方法に関する実習
を取り入れる。
「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 商業編（平成30年７月） 第11節 簿記」

〇 会計ソフトウェアを利用した会計処理の利点

多くの企業では、コンピュータによる簿記を行うために開発された会計ソフトウ

ウェアを利用している。現在は、コンピュータにソフトウェアをインストールする

タイプや、インストールが不要なクラウド会計システムが普及している。また、ク

ラウド会計システムは、インターネット環境があれば、コンピュータを活用した会

計処理がどこでも利用ができる。

〇 紙上と会計ソフトウェアの会計処理

会計ソフトウェアを利用する場合、伝票や帳簿に入力したデータは、関連する各

帳簿へ自動的に転記、集計されることから、紙上の手作業による処理よりも、迅速

な会計処理ができる。

紙 取引 仕訳帳 総勘定元帳 試算表 損益計算書、貸借対照表

上 (仕訳) （転記） （集計） （決算整理）
補助簿

会
計
ソ
取引 会計ソフトウェア 仕訳帳、補助簿、総勘定元帳

フ
（仕訳入力） （出力）

ト
試算表

ウ
（出力）

ェ
損益計算書、貸借対照表

ア
（出力）

転記・集計

クラウド会計システムの利点

①インターネットを利用できる環境であれ

ばどこでも会計処理ができる。

②銀行の口座や、領収証の画像などの情報

を取り込み、システムに反映できる。

会計ソフトウェアの利点

①迅速な処理ができる。

②大量のデータを処理することができる。

③処理されたデータをいろいろな形式で

出力できる。

④会計データを経営活動に利用しやすい。

Ｔｏｐｉｃ


